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1. はじめに 

スマートフォンの普及や SNS、ニュースアプリの発展に

より私たちは日常的に膨大な情報の流れにさらされている。

これらのサービスは、閲覧履歴や「いいね」履歴、検索ク

エリなどの行動ログをリアルタイムで学習し、パーソナラ

イズ推薦という形で「自分に合った」記事や投稿を提示す

る。アルゴリズムはユーザ体験を向上させ、情報探索コス

トを劇的に削減する一方で、同質的な情報だけを増幅する

副作用が問題視されてきた。政治的に保守的な記事を好ん

で読むユーザにはさらに保守的な記事が、例えば環境問題

に強い関心を示したユーザには似た論調の記事が優先的に

表示される、といったことである。 

このようにして形成される「フィルターバブル」や「エ

コーチェンバー」は、ユーザの視野を狭めるだけでなく社

会的分断を加速させる恐れがある。特に移民政策、ジェン

ダー、エネルギー問題など価値観の衝突が大きいテーマで

は、自分と異なる立場の情報に触れる機会が失われること

で、対立や誤解が固定化し、公共的な対話が難しくなる。

近年の選挙結果やワクチン情報の拡散をめぐる議論でも、

アルゴリズムが誤情報や過激な意見を拡散する「強化装置」

として批判される事例が報告されている。 

こうした問題に対し、情報的多様性を保証するアルゴリ

ズムや、異なる視点をバランスよく提示する UI の研究が

進められている。しかしながら、「ただ反対意見を並べれ

ばよい」という発想では、ユーザが強い抵抗感を示し、結

果的にクリックされずに読まれないケースが多い。むしろ

「押し付けられた」と感じたユーザが反発して、元のバブ

ルをより強固にしてしまうことさえある。多様性の提示と

ユーザの心理的な受容性を同時に満たす設計が求められて

いる。 

本研究では、ユーザに対して価値観の異なる情報を「押

し付ける」のではなく「自然に」接触させる新しい推薦手

法を提案する。具体的には 

⚫ ユーザが社会的、政治的テーマの記事を読んだ際に

示す「受け入れられる・受け入れられない」判断を

収集する。 

⚫ 傾向を TF-IDF、Word2vec、感情分析といった自然言

語処理手法でモデリングする。 

⚫ 得られたモデルを用いて「価値観は異なるが、心理

的負荷の低い」記事を推定・推薦する。 

このアプローチにより、ユーザは拒否感を覚えずに多様

な視点へ接触でき、結果としてフィルターバブルの緩和と

情報的多様性の向上が期待できる。また、受容性を考慮し

た逆バイアス推薦はプラットフォームにおける健全な対話

形成や、教育現場での多角的な考えの育成にも寄与すると

考えられる。 

2. 背景と関連研究 

2.1 フィルターバブルと情報推薦の問題 

近年、Web 上の情報推薦システムは、ユーザの過去の行

動や嗜好に基づき、関心がありそうな情報を自動的に提示

することで、情報探索の効率を高めている。しかしその一

方で、推薦がユーザの既存の関心に偏ることで、特定の立

場の情報のみが強化される「フィルターバブル」や「エコ

ーチェンバー」の問題が生じることが指摘されている。特

に政治的・社会的な情報においては、異なる価値観との接

触機会が失われることで、社会的分断や対話の困難化につ

ながる懸念がある。 

このような現象を目に見える形で捉えようとする研究も

進んでいる。Garimella ら[1]は Twitter 上の政治的な対立構

造をグラフ構造から可視化し、政治的に異なるユーザ間の

情報伝達が著しく乏しいことを示している。こうした研究

は、推薦システムが中立的ではなく、既存の意見の強化の

ためのシステムとして機能しうる可能性を示唆している。 

2.2 情報的多様性を考慮した推薦手法 

この問題を対応する形で、「情報的多様性」を意識した

推薦手法が提案されている。Helberger ら[2]はニュースメ

ディアにおける推薦システムにおいて、民主主義的な情報

環境を構築するためには、多様な視点の提示が不可欠であ

ると主張している。また、Ekstrand ら[3]はユーザがバラン

スの取れた情報に接触できるように設計された推薦システ

ムが、エコーチェンバー形成の緩和に有効である可能性を

示している。 

さらに、異なる立場の情報を意図的に推薦する「逆バイ

アス推薦」という研究もある。Nguyen ら[4]は、政治的傾

向が異なる記事を推薦することで、ユーザに異なる視点を

提示するシステムを構築し、ユーザの情報接触の幅を広げ

る可能性を示している。 

2.3 受容性を考慮した推薦手法 

一方で、多様な視点を機械的に提示するだけでは、ユー

ザの反発を招き、逆効果になる恐れもある。Park ら[5]は、

ユーザが受け入れがたいと感じる情報に対しては、クリッ

クや滞在時間などの行動指標が著しく低下することを示し

ており、推薦が実際に読まれなければ効果を発揮しないと

いう現実的な課題がある。 

本研究では、こうした問題に対応するために、ユーザが

「受け入れられるかどうか」という主観的な指標を基にし

た推薦手法を提案する。ユーザの抵抗感を軽減しつつ、異
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なる視点への自然な接触を促すことで、情報的多様性と心

理的な受容の両立を目指す点に新規性がある。 

3. 異なる価値観に前向きに接触するための情報推
薦 

本研究では、ユーザが自身とは異なる価値観に自然かつ

前向きに接触できるよう設計された情報推薦手法を提案す

る。従来のパーソナライズ推薦では、ユーザの嗜好や関心

に強く依存した情報が提示されるため、異なる視点に接触

する機会が減少し、情報環境の同質化が進行する懸念があ

る。これに対して本手法では、ユーザが心理的な抵抗を感

じにくい形で多様な価値観に触れることを目指しており、

以下の 3段階で図 1のように推薦システムを構成する。 

3.1 ユーザ価値観の把握 

ユーザがどのような価値観や論調に対して受容的である

か、あるいは拒否反応を示すかを把握するため、社会的に

賛否が分かれる複数のテーマを設定する。実験では、以下

のテーマを用いる。 

⚫ ベーシックインカムの導入 

⚫ 夫婦別姓制度の導入 

⚫ 大学教育の無償化 

⚫ 現行の年金制度の維持 

これらの各テーマに対して、インターネット上から「賛

成」「反対」の立場を持つ記事をバランスよく収集し、ユ

ーザに提示する。書く記事に対してユーザは「受け入れら

れる」または「受け入れられない」の 2 値評価を行う。こ

れは単純な政治的な立場を問うものではなく、記事の内容、

表現、論調などが心理的に受け入れられるかを判断するも

のである。自身が反対の立場であっても、丁寧な論拠や冷

静な言い回しで書かれた記事であれば「受け入れられる」

と判断される場合がある。このように意見の一致、不一致

ではなく文章全体の印象や語り方も含めて「受容性」を計

測することを意図している。 

この評価データは後述するモデルの学習において教師デ

ータとして用いられるとともに、ユーザの価値観的傾向を

定量的に把握する基礎データとして機能する。 

3.2 モデルの学習 

収集・評価された記事データを用いて、機械学習による

受容可否予測モデルを構築する。各記事は自然言語処理技

術を用いて以下の特徴を抽出し、それを入力とする。 

⚫ TF-IDF：記事内で重要とされる語句を重み付けし、

ユーザが重視する内容的傾向を抽出する。 

⚫ Word2vec：各記事を単語ベクトルの平均として表現

し、文脈的な意見の近さや抽象性を捉える。 

⚫ 感情分析（ポジネガ分析）：記事の語彙や表現から、

その記事の持つ感情的な傾向（肯定的・否定的）を

数値化し、感情の強さや極性の違いを捉える。 

これらの特徴量をもとに、ユーザがその記事を「受け入

れられる」か「受け入れられない」かを分類する機械学習

モデルを学習させる。モデルとしては、ロジスティック回

帰とランダムフォレストの両方を扱い、精度・再現率など

をもとにモデルを決定する。 

 このモデルにより、ある記事の特徴からユーザがそれを

どの程度受け入れられるかを確率的に予測することが可能

になる。さらに、どのような特徴がユーザの受容性に強く

影響しているかも分析できる。 

3.3 異なる視点の推薦 

学習済みのモデルを用いて、まだユーザが読んでいない

別のテーマに関する記事に対して受容確率を予測する。こ

のときに単に「受け入れられそうな記事」を推薦するので

はなく、「ユーザの価値観とは異なる視点を含んでいるが、

心理的に受け入れやすいと予測される記事」を選定する点

が本研究の重要なポイントである。 

具体的には、以下の 2 つの条件を満たす記事を推薦対象

とする。 

⚫ 立場的には異なる価値観を含んでいること。 

 

図 1 手法概要図 
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例えば、夫婦別姓に反対の立場を持つユーザに対し

て、制度導入を支持する記事の中でも、対立的な表

現を避けた冷静な論調のものを選ぶことで「反対意

見」との間にある壁を緩和できる可能性がある。 

⚫ 受容確率が高いこと。 

学習モデルによって「受け入れられる」と予測され

る記事のみを推薦候補とする。これは、ユーザに無

理に価値観を押し付けることなく、自然な接触を促

すための工夫である。 

このようにして価値観の異なる情報への接触が、拒否感

やストレスを伴わずに前向きな関心として成立することを

目指している。単に「異なる意見を読ませる」のではなく

「読めそうだと思える異なる意見」を選ぶ点が、これまで

の逆バイアス的推薦とは異なる本研究の特徴である。 

4. 評価と考察 

本研究では、ユーザが異なる価値観の記事を自然に受け

入れられる条件を探るために、予備的な分析を行った。一

つの社会的テーマ（今回は「ベーシックインカム」）に関

する複数の記事を被験者が読み、「受け入れられる」と感

じるものと「受け入れられない」と感じるものに主観的に

分類した。その後、それぞれの記事群を対象に TF-IDF、

Word2vec、感情分析を実施し、言語的・感情的な傾向の違

いを検討した。 

表 1 のように TF-IDF の結果からは、受け入れられる記

事には「労働」「供給」「貨幣」「経済」といったマクロ

な視点の単語が多く含まれていた。一方で、受け入れられ

ない記事では「貧困」「住宅」「支援」「受給」などのミ

クロな視点の語が多く、より具体的で個別の問題に焦点を

当てる表現が目立った。 

表 2 のように Word2vec では、受け入れられる記事で頻

出する語として「経済」「労働」「制度」などが挙がり、

制度設計や社会構造に焦点を当てた現実的な理解が中心だ

った。一方、受け入れられない記事では「公平」「公金」

「支援」「栄養」など、個別の生活や弱者支援に寄った表

現が多く、再分配を「救済策」として描く傾向が見られた。

この違いは、私自身が生活者目線の情緒的な訴えには距離

を感じることがあるという内省的な傾向とも一致していた。 

また表 3 のように感情分析では、受け入れられる記事は

ポジティブ語とネガティブ語の差が大きく、感情の起伏が

ある構成となっていた。これにより、読んでいて飽きにく

く、関心を保ちやすかった可能性がある。 

これらの結果は、異なる価値観を伝える際に表現のスタ

イル次第で、「受け入れられ方」が変わることを示唆して

いる。今後はこの予備実験をもとに、他者を被験者とした

本格的な実験を行い、傾向の一般化を目指したい。 

5. おわりに 

本研究では、ユーザが自身の価値観とは異なる情報に対

して、心理的抵抗感を最小限に抑えつつ自然に接触できる

よう設計された推薦手法を提案した。従来のパーソナライ

ズ推薦がもたらす情報の偏在やフィルターバブルの問題に

対し、本手法はユーザの受容傾向を学習することで、単な

る逆バイアス推薦にとどまらず、「前向きに受け入れられ

る異なる視点」の提示を可能にする点に特徴がある。 

予備的な実験では、価値観の異なる記事であっても論調

や表現が穏当であれば受け入れられる場合があること、ま

た記事の内容だけでなく、感情的トーンや語彙の選び方が

ユーザの受容に強く影響することが示唆された。これは、

単純な「立場の違い」よりも情報の伝達方法が受容の可否

を左右する重要な要因であることを意識しており、推薦ア

ルゴリズムにおける言語的・心理的側面の重要性を示して

いる。 

今後の課題としては、より多くのユーザを対象とした大

規模な実験の実施と、モデルの汎化性能や推薦精度の向上

が挙げられる。特に、受容予測モデルの精度向上には、感

情表現と文体の違いをより細かくとらえるための特徴量の

増加や深層学習の応用も有効であると考えられる。また、

推薦に対するユーザの反応やその後の態度の変化を追跡す

ることにより「接触しただけ」では終わらない長期的な影

響の分析も重要である。 

さらにこうした推薦技術の社会実装においては、ユーザ

の情報環境に介入することに伴う倫理的・社会的責任を強

く意識する必要がある。無意識的な情報誘導や操作と受け

取られないためには、推薦の透明性や説明可能性がある設

計が求められる。今後は、単なる技術の最適化にとどまら

ず、「どのように異なる価値観と接触することが望ましい

か」という設計哲学の議論が重要になってくるだろう。 

情報が個人に最適化され続ける現代において、異なる立

 

表 1 TF-IDFの分析結果 

 

表 2 Word2vecの分析結果 

 

表 3 感情分析の分析結果 
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場や視点に出会うことは偶然ではなく、意識的に設計され

た「きっかけ」として提供される必要がある。本研究がそ

の第一歩となり、ユーザにとって「心地よく異質なものに

触れる」情報環境の構築に寄与することを期待したい。 
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